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写真測量による平和の像の3次元計測
ThreeDimensionalMeasurementof"StatueofthePeace"byPhotogrammetry
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富山県宇奈月町の山の上に,12.7mのブロンズ像 平̀和の像"が建設された.像の形質から見

て,風,雪,温度,雷等の自然の外力により変形することが危慎される.各種の応力解析と対

策が施されてはいるが,完成直後の3次元形状を計測しておき,今後の変形量を調査および分

析する資料とすることはきわめて重要である.これだけ大きい像に足場をかけ実測することは,

経費の上からも精度の上からも実用的ではない.そこで,測定用カメラにより写真測量を行っ

た.成果によれば平面で±2-3mm,奥行きで±5mmの測定精度が得られた.

1. 計 測 の 目 的

平和の像の3次元形状を計測する目的は次の3つであ

る.

(1) 峻工時における形状を計測することにより,設

計図のとおりに施工できているかを検査する.

(2) 将来,自然の外力を受けて変形することが予想

されるので,変形量を求める基準として竣工時の

形状を計測しておく.

(3) 竣工時の形状を計測しておくことにより,将来

破損した場合の復元に役立つ資料にする.

像側面図

2.平和の像の計測環境

(1) 建設位置

富山県宇奈月町から車で約 15分登った標高570mの

小さな山を整地した敷地が建設位置である.平和の像は

直径約50m弱のほぼ円形の敷地の中心よりやや南寄り

のところに,顔が北を向くように建てられている.した

がって北側が正面で台座まで約25mの空間がある.し

かし,裏側は約 10m,左右は約 15mの空間しかない.

(2) 平和の像の概略の形状

図1に示すように,ブロンズ像の高さが12.7m,台座

像正面図

図1 平 和 の 像 の 構 造
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